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【背景および目的】
Oxytropis sp.（オヤマノエンドウ属）などの毒草に含まれるアルカロイド Swainsonine（以下 SW）は家畜に神
経症状を伴う中毒を引き起こすことが知られている（1）。本物質は，ライソゾームおよびゴルジ装置内のα -マ
ンノシダーゼ阻害による糖代謝異常を介してライソゾーム内にオリゴ糖の蓄積・細胞の空胞化を起こす。また，









イヌ肝細胞癌由来腫瘍細胞株（№ 95-112：ヨーキー 雌 11才　肝臓細胞癌腫瘍塊をヌードマウスに移植し，生












ゾームマーカー，Bioss Inc）（CoxⅣ：ミトコンドリア内膜蛋白マーカー ,Cell Signaling Technology）を行った。
細胞傷害への活性酸素種の関与の確認のため免疫染色（抗 8-ニトログアノシン抗体：活性酸素種傷害 DNAマー
カー，COSMO BIO CO LTD，抗 Superoxide dismutase（SOD）抗体：活性酸素種分解酵素マーカー，Santa Cruz 
Biotechnoligy Inc）を実施した。異常ミトコンドリアを検出する目的で，JC-1 Mitochondrial Membrane Potential 
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図 2　肝細胞癌由来腫瘍細胞におけるSW曝露によるマイトファジー障害の模式図
